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Jahn Teller等がその例であるo LかLSrTi03の Brillouin zone corner
の R25 ソフトフォノンによる 110oK構造転移のように･その格子不安定性の起原の
不明確なものも多い｡又電子状態がどの程度不安定性に直接関与しているかも明らかで
ない場合が多い｡





定性の本質は rigid ionmodelの中にも含まれていると思われるので, SrTi03
についてのCowleyの rigidionmodelを用いる｡









･'; ,- 雲 i
(i-1,2,3) (2)
ここに, はイオン間ポテンシャルを, Ⅴは単位胞の体積を表わし, i-1,2及び3
は各々Sr-0'Ti-0,0-0 イオン間の相互作用を意味する｡
適当な変換 UによってDを対角化すると





撹 (ij) + ws2 (ij)- 0 ･ (i≒ j)
(4)





を,囲 (b)はその結果による〔111〕 方向の分散関係を,囲 (C), (d)は図 (b)を






例えば･図 (b)の R2'-branch_は囲 (C)によると短距離力で安別 ヒされ･双
極子相互作用で不安定化されている｡これに対 して図 (b)の R15 - d-br】arlCh
では二カの役割が逆にならている.
(2仁強誘電的ソフトモー ド

























Q･2- 〔Al+B′1+B2 + 4B3 +Z…(H-G)〕/m3 (5)
ここにm3, Z3 は酸素の質料及び有効電荷であり･Ii･Gは Dd の 行 列 要 素 で
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§1.序
CsPbX3(Ⅹ- C2･Bt)はベロフスカイ ト型構造をもち･室温阿近でいくうかの
相転移を起す｡これらの転移点で誘電率は異常を示さない｡ここでは,まず転移におけ
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